
青森県弘前市内エレベーター事故調査報告書（概要）

社会資本整備審議会 昇降機等事故調査部会

【事故の概要】

【エレベーターの概要】
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事 故 の 概 要

○発生日時： 平成２８年１１月８日（火） １２時７分ごろ
○発生場所： 青森県弘前市 社会福祉施設
○事故概要： 遠隔監視装置にて異常信号を受信したため、保守員が調査し試運転したところ、１階に着床後、かご内

及び乗場いずれからも呼びがない状態で、かごが１．０ｍ～１．５ｍ上昇した。

（１） 製造業者： ナショナルエレベーター工業株式会社（以下「ナショナルエレベーター」という。）
（２） 用途・構造： 寝台用・機械室あり
（３） 定格積載量・定員： ７５０ｋｇ・１１名
（４） 定格速度： ３０ｍ／分
（５） 駆動方式： ロープ式（トラクション式、１：１ローピング）
（６） 制御方式：可変電圧可変周波数制御方式
（７） 昇降行程・停止階数： ６．６ｍ・３箇所停止 （１～３階）
（８） 巻上機： ウォームギヤ・ＳＫＥ７５０型
（９） 確認済証交付年月日： 平成３年１２月１８日
（１０） 検査済証交付年月日： 平成４年 ３月１７日

【保守に関する情報】

（１） 保守会社： ナショナルエレベーター（平成２８年３月まで）⇒エス・イー・シーエレベーター株式会社（現在の保守会社）
（２） 契約内容： ＰＯＧ契約（ナショナルエレベーターも含む）
（３） 直近の定期検査実施日： 平成２８年３月２日（指摘事項なし、既存不適格あり、ナショナルエレベーターが実施）
（４） 直近の保守点検日： 平成２８年１１月２日 （指摘事項なし、エス・イー・シーエレベーター株式会社が実施）

【調査の概要】

平成２８年１１月３０日： 昇降機等事故調査部会委員、国土交通省職員及び弘前市職員による現地調査を実施
その他、昇降機等事故調査部会委員によるワーキングの開催、ワーキング委員、国土交通省職員による資料調査を実施

写真１ 事故機外観 写真２ 事故機巻上機
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事実情報と分析

【ブレーキ回路の構成について】

○事故機のブレーキ回路は、電磁接触器ＢＢ及び電磁接触器ＢＲの
接点をブレーキコイルに直列に接続した構成である（図１）。

○ＢＲはブレーキの開放速度を早くするためのものであり、ブレーキ
の開閉動作はＢＢのＯＮ／ＯＦＦ制御のみに依存する。

○ＢＢのＯＮ／ＯＦＦ制御は、電磁接触器２９及びＰＬＣのリレー出力
モジュール内にあるＢ１リレーにより行っている。２９は安全装置や
かご内の非常停止スイッチが作動した場合等の異常時にＯＦＦす
るものであり、通常時のＢＢのＯＮ／ＯＦＦ制御は、ＰＬＣのＢ１リ
レーのみに依存する回路構成となっている。

○Ｂ１リレーがＯＮ故障した場合、他にブレーキを作動させる手段が
なく、即時にかごを静止保持することができず、安全装置が作動す
る異常状態になるまでエレベーターを停止させることができない回
路構成であったことが認められる。 図１ 事故機のブレーキ回路構成

【Ｂ１リレーの内部点検結果について】

○可動接点及び固定接点ともに接点面に負荷開閉に伴う
接点荒れ（凹凸）や周辺に緑青が認められたが、溶着痕等
は見られなかった（写真３）。

○開閉機構部のコアとアーマチュアが接触する面に変色や
腐食生成物の発生が認められた（写真４）。

○腐食生成物等は、硝酸腐食によるものであると考えられる。

○硝酸（ＨＮＯ３）は、リレーの接点をＯＦＦする際に接点間に
おいて発生するサージ電圧により、空気中の窒素（Ｎ２）と
酸素（Ｏ２）と水分（Ｈ２Ｏ）が反応することで生成される。

この硝酸がリレー内部のコアとアーマチュ部等に発生すると、
リレーの動作不良を引き起こす可能性があると考えられる。
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写真３ 接点部の状態 写真４ コアとアーマチュア部の状態
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原 因

○かごが着床後、戸開したまま上昇したのは、ＰＬＣのリレー出力モジュールのリレーＯＮ故障が発生したことにより、かごが
着床後もブレーキ開閉用の電磁接触器ＢＢを遮断出来ず、本来ブレーキを保持すべきところ、ブレーキが開放された状
態が継続したためと推定される。

○リレーのＯＮ故障が発生したのは、リレー接点をＯＦＦする際に発生するサージ電圧により、リレー内部の開閉機構部に硝
酸が発生したため、リレー接点の動作不良を引き起こしたことが考えられる。

○事故機において硝酸発生が顕著にあらわれたのは、ＰＬＣを交換した際に、外付けのサージ抑制回路を追加すべきところ、
追加設置の作業指示が徹底されておらず、サージ抑制回路が設置されなかったため、接点ＯＦＦ時のサージ電圧が増大
したことによるものと推定される。

○事故機のブレーキ回路において、ブレーキ電源を遮断するための接点は、電磁接触器２９及びＰＬＣのＢ１リレーの二つ
の部品により構成されているが、２９は安全装置動作時等の異常時に作動するものであり、通常時にＢ１リレーがＯＮ故
障した場合は、安全装置等が作動するまでエレベーターを停止させることができない回路構成であったことが認められる。
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【ＰＬＣに関する情報について】

○既設エレベーターにおいて、ＰＬＣを型式Ｆ６０からＦ５５に交換する
際には、リレー出力モジュールの保護機能であるサージ抑制回路が
内蔵されていないため、外付けでサージ抑制回路を追加することが
リレーメーカーのマニュアルに記載されている。

○新設エレベーターにおいては、Ｆ５５の使用当初から外付けのサー
ジ抑制回路をＰＬＣに追加設置し採用していたが、既設エレベーター
については、外付けのサージ抑制回路の取付け指示が徹底されて
いなかったため、外付けのサージ抑制回路を追加していないエレ
ベーターも発生していた。

○事故機も、平成２４年２月にＰＬＣをＦ６０からＦ５５に交換しているが、
その際に、外付けのサージ抑制回路は追加していなかった。

写真５ 事故機の制御盤 写真６ ＰＬＣ外観

リレー出力モジュール



意 見

再 発 防 止 策

国土交通省は、特に戸開走行保護装置を設置していない既設エレベーターに対し、以下の事項について必要な措置を
講ずること。
○製造業者に対し、ブレーキ回路における電磁接触器及びリレー等の部品について、サージ電圧により発生する硝酸が
リレーの開閉動作に影響を与える可能性があることについて、十分留意するよう周知すること。

○製造業者に対し、交換基準が定められた部品において、部品交換に関するマニュアル等が作成されていないものに
ついては、マニュアル等を作成し、所有者及び管理者に維持管理に必要な情報として提供し、マニュアル等の指示の
とおり交換されていないものがあれば改修するよう指導すること。また、所有者及び管理者に対し、当該情報を保守点検
業者に提供し、適切な維持管理が実施されるよう指導すること。

○製造業者に対し、ブレーキ開放用電磁接触器またはリレーのコイル電流を遮断する部品の一つが故障した場合において
も、他の部品によりブレーキを作動させる回路設計とするよう指導すること。

4

BB

BR

29 B1

B2

PLCリレー出力モジュール

41 41G

CR素子

BB BB BR BR
ﾌﾞﾚｰｷ
ｺｲﾙ

BB BB

ERR

ERR

図２ 対策後のブレーキ回路構成

追加

追加

追加

追加

○電磁接触器のコイルＯＦＦ時に発生するサージ電圧を抑制し、リレー内
部に発生する硝酸を低減するため、ブレーキ開放用電磁接触器ＢＢの
コイル間にＣＲ素子を追加した。

○既設エレベーターにおける部品交換作業について、交換作業時に使用
する図面を作成し、部品交換の作業指示が徹底されるようにした。

○ＢＢのコイル電源部に乗場戸スイッチ入力用リレー及びかご戸スイッチ
入力用リレーの接点を追加し、戸が開いた状態ではＢＢに電圧が印加さ
れず、ブレーキが開放されない回路構成とした。

○更なる安全増し対策として、ブレーキコイルの電源部にあるＢＢの接点
に対して、電磁接触器ＥＲＲの２接点を直列に追加し、ＢＢがＯＮ故障し
た場合等においても、ＥＲＲにてブレーキコイルの電源を遮断することで、
ブレーキを保持できる回路構成とした。

○事故機と同型のブレーキ回路を持つエレベーター（全１３８台）において、
対策を実施した。


